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樹脂フィルム、ゴムホース等で用いられる高分子材料は、様々な揮発性物質に暴
露されます。材料中を揮発性物質がどの程度透過するかを表す値である“透過度”は
材料性能を評価する上で重要な指標となります。
本試験では、カップ内の揮発性物質が試料を透過し、カップ外へ放出される量を

質量減少として測定することで透過度[g/(24 h･m2)]を算出します。

■参考規格
JIS Z 0208 ｢防湿包装材料の透湿度試験方法（カップ法）｣

■試験概略図 ■試験詳細
揮発性物質 燃料、有機溶剤等（応相談）

試験片寸法 直径 70 mm、厚さ ～2 mm
試験温度 室温（23 oC）

■測定事例：同一材料における揮発性物質の透過度比較
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揮発性物質透過性試験

揮発性物質の種類により、
室温以外でも対応可能な場合があります。

目的に応じて
試験設計から対応可能です。

傾きが一定になるまで測定し、
傾きから透過度を算出

揮発性物質

試験片

電子天秤

揮発性物質の透過性について
定量的な評価が可能

揮発性物質 透過度
[g/(24 h･m2)]

n-ヘキサン 5.6×103

エタノール 4.8×102
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